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工事請負変更契約の締結
○
平
成
30
年
度
文
命
中
学
校

空
調
設
備
設
置
工
事

空
調
設
備
は
、
６
月
に
試

験
稼
働
が
で
き
て
い
る
が
、

将
来
の
利
活
用
に
備
え
、
ト

ラ
ン
ス
の
電
気
容
量
３
０
０

Ｋ
Ｖ
Ａ
か
ら
５
０
０
Ｋ
Ｖ
Ａ

に
増
設
す
る
と
と
も
に
、
ブ

レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、
体
育

館
の
受
電
容
量
を
確
保
す
る

改
修
を
行
う
た
め
。

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

・
瀬
戸　

俊
雄　

氏
（
牛
島
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
う
ち
１
名
の
任
期
が
令
和

元
年
11
月
10
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き

同
人
を
再
任
。

〈
全
員
賛
成
で
同
意
〉

人 事 案 件

９
月
定
例
会
議

ど
う
使
わ
れ
た
の
か

平
成
30
年
度
決
算
審
議

質 疑
問　

将
来
の
利
活
用
の
可
能
性

は
。

答 　

昨
今
、
異
常
気
象
が
頻
発

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
た

め
、
将
来
の
需
要
が
発
生

し
た
と
き
に
二
重
投
資
に

な
ら
な
い
よ
う
に
進
め
て

い
く
。
臨
時
的
な
事
業
の

際
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

を
レ
ン
タ
ル
し
て
置
く
と

い
っ
た
こ
と
も
今
回
の
工

事
で
可
能
に
な
る
。

平成 30 年度歳入歳出決算額

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 175,873 171,313
下 水 道 事 業 特 別 会 計 57,025 49,746
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 113,235 106,214
給 食 事 業 特 別 会 計 8,754 8,690
後期高齢者医療事業特別会計 20,599 19,601
水 道 事 業 会 計 32,237 45,105

総　　　額 407,723 400,669

【単位：万円】 特
別
会
計
・
企
業
会
計
決
算
額

主
な
事
業
は
次
の
ペ
ー
ジ
、

事
業
の
成
果
に
関
す
る
質
疑
は

Ｐ
４
～
５
を
チ
ェ
ッ
ク
！

一般会計決算額

歳出合計　58億858万円 歳入合計　61億6,322万円

人件費
（９億5,782万円）

物件費
（９億5,863万円）

扶助費
（11億5,023万円） 維持補修費

（1,025万円）補助費
（６億7,367万円）

公債費
（４億4,698万円）

積立金
（３億1,502万円）

投資及び出資金
貸付費
（660万円）

繰出金
（６億920万円）

普通建設事業費
（６億8,017万円）

町税
（30億7,821万円）

分担金及び負担金等
（６億7,203万円）

寄附金
（２億7,246万円）

町債
（３億4,060万円）

地方交付税
（１億2,004万円）

県支出金
（３億7,478万円）

国庫支出金
（５億8,058万円）

地方消費税交付金
（３億281万円）

その他　（１億607万円）

自主財源…70.4%
町税＋分担金及び負
担金等＋寄附金＋繰
越金

　子育て環境の更なる充実として、新たに、病
気中で集団保育が困難な子どもを預かる病児保
育事業を10月から開始しました。足柄上郡５町
による広域連携事業として実施し、本町に開所
された専用の保育ルームで受入れを行っていま
す。

平成30年度

決算のここを

　地域活性化拠点としての機能強化を図るため、
敷地内に設置する交流拠点施設整備に向けた実
施設計を行うとともに、駐車場拡大に向けた用
地の買収を行いました。

　小児医療費については、平成30年９月診療
分から通院分の助成対象年齢を「小学６年生ま
で」から「中学３年生まで」に拡大し、子育て
世帯の経済的負担の更なる軽減を図りました。

　県が酒匂川、仙了川及び要定川の浸水想定区
域の指定・公表を行ったことを受け、本町にお
いては２月にハザードマップを改訂するととも
に、実際に浸水害を想定した開成町浸水対応避
難訓練を実施しました。

　文命中学校においては、近年の猛暑から生徒
の健康を守り、快適な学習環境を整備するため、
普通教室、特別教室等に空調を設置する工事の
実施設計を行い、令和元年の夏までに稼働でき
るよう環境整備をしました。

指定管理者の導入

　平成30年度決算の中で、主な事業等

を紹介します。

〇
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

主
な
内
容
は
、
町
村
情
報

シ
ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合
負

担
金
と
し
て
、
令
和
２
年
６

月
か
ら
開
始
予
定
の
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
た
母
子

保
健
情
報
の
利
活
用
に
関
す

る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
。　

〈
全
員
賛
成
〉

補 正 予 算

繰越金
（３億1,565万円）

病児保育事業がスタート

駐車場拡大に向け 小児医療費助成対象の拡大

病児保育事業委託料

あしがり郷拠点整備事業費

洪水ハザードマップ

　　　　作成委託料

空調設備設置工事費

小児医療費助成事業費

866万
５千円

5,707万
７千円

149万
５千円 4,866万円

6,572万
５千円

文命中にエアコン設置ハザードマップの改訂

866万
５千円
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問  
開
成
町
に
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
、
訪
れ
た
い
と
い

う
意
向
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
展
開
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
継
続
的
に
推
進
す
る
た

め
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
支
援
業
務
を
委
託
し

た
が
、
そ
の
成
果
は
。

問  
平
成
30
年
度
予
算
特
別
委

員
会
の
審
査
結
果
で
、
水
道
の

資
機
材
置
き
場
は
、
酒
匂
川
水

系
酒
匂
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
浸
水
想
定

箇
所
の
堤
防
強
化
の
要
望
促
進

を
さ
れ
た
い
と
し
た
が
、
そ
の

後
の
状
況
は
。

問  
昨
年
10
月
か
ら
足
柄
上

郡
５
町
で
実
施
し
た
病
児
保

育
の
評
価
は
。

答  
半
年
間
実
施
し
、
５
町

で
利
用
件
数
１
１
３
件
の
う

ち
、
本
町
の
利
用
者
が
約

60
％
を
占
め
て
い
る
。

　

平
均
す
る
と
１
日
１
件
か

ら
２
件
で
あ
る
が
、
初
年
度

と
し
て
は
計
画
通
り
で
あ

り
、
今
後
も
５
町
で
連
携
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

　平成30年度の一般会計及び各特別会計、企業会計決
算について、９月定例会議において審議を行いました。
　審議は町政全般にわたり、数多くの質疑がありまし
た。その中から、いくつかをお知らせします。

問  
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
に

伴
い
、
浸
水
対
応
避
難
訓
練
を
実

施
し
た
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答  
訓
練
は
今
年
２
月
に
実
施
し

た
。
今
後
の
方
針
と
し
て
、
間
隔

が
空
い
て
し
ま
う
と
、
町
民
の
方

の
意
識
も
薄
れ
て
し
ま
う
と
い
け

な
い
の
で
、
定
期
的
に
防
災
訓
練

と
浸
水
対
応
避
難
訓
練
を
隔
年
に

問  
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
事

業
は
自
治
会
加
入
促
進
と
い
う
観

点
か
ら
成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

答  
昨
年
度
は
自
治
会
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
事
業
展
開

を
し
た
。
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
防
災
部
長
さ
ん
を

は
じ
め
と
し
た
自
治
会
が
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
設
置
等
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。

問  
全
国
的
に
認
知
症
患
者
が
増

え
て
い
る
中
で
、
認
知
症
の
方
、

あ
る
い
は
認
知
症
の
家
族
を
抱
え

て
い
る
方
へ
の
支
援
体
制
は
。

答  
町
で
は
、
初
期
の
段
階
か
ら

支
援
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
認
知
症

の
専
門
医
・
社
会
福
祉
士
・
保
健

師
等
が
ご
本
人
及
び
ご
家
族
と
面

接
を
し
て
、
必
要
な
場
合
に
は
医

療
機
関
へ
つ
な
げ
て
お
り
、
必
要

な
対
策
等
を
と
も
に
考
え
て
い
く

支
援
を
し
て
い
る
。

　

認
知
症
に
お
い
て
は
、
初
期
の

段
階
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
か
が
一
番
重
要
な
こ
と
だ
と
思

う
の
で
、
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

を
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
非

常
に
大
き
い
成
果
だ
と
思
う
。

問  
新
た
な
財
源
と
し
て
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
大
事

な
財
源
と
な
っ
て
い
る
が
、

返
礼
品
の
本
町
の
現
状
は
。

答  
平
成
30
年
６
月
か
ら
見

直
し
等
を
図
り
、
特
定
目
的

型
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
使
っ

て
寄
附
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

か
な
り
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
町
の

素
材
、
資
源
を
使
っ
て
い
き

た
い
。

問  
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
他
町
に
比
べ
て
個
人
負
担

額
が
大
き
い
。
町
民
の
健
康

維
持
増
進
と
し
て
は
、
個
人

負
担
を
減
ら
し
て
も
ら
い
た

い
が
町
の
考
え
は
。

答  
昨
年
度
ま
で
は
自
己
負

担
金
１
千
７
０
０
円
だ
っ
た

が
、
今
年
度
の
予
算
で
は
、

１
千
５
０
０
円
の
自
己
負
担

金
で
計
上
し
た
。

質 疑
平成30年度

　　決算審議

町のＰＲにかかせない
あじさいちゃん

答  
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
開
成
町
の
色
や
形
を
表

現
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
内
外
に
開
成

町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
数
値
と
し
て
は
人
口

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

定
住
の
意
向
が
82
．
３
％

ま
で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
観

光
バ
ス
の
来
町
台
数
が
約

５
倍
に
な
っ
て
い
る
。

答  
他
の
資
材
置
き
場
に

分
散
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
内
部
で
調
整
し
、
災

害
が
あ
っ
た
時
に
は
別
の

資
材
置
き
場
で
対
応
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
水
道
の
資
機
材
置
き

場
の
倉
庫
に
つ
い
て
は
、

地
盤
面
も
高
く
盛
り
土
を

し
、
設
定
し
た
。
た
だ
、

浸
水
の
想
定
区
域
に
は
変

わ
り
な
い
の
で
注
意
し
て

対
応
し
て
い
く
。

台風19号で被害を受けた
水辺スポーツ公園

　

今
年
度
は
チ
ラ
シ
等
を
通

し
て
、
自
治
会
に
加
入
す
れ

ば
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る

等
を
Ｐ
Ｒ
し
、
自
治
会
未
加

入
者
へ
促
進
す
る
。

す
る
な
ど
を
検
討
し
て
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

クラウドファンディングで
生まれ変わるロンちゃん

毎年実施している防災訓練感震ブレーカーを
設置するための説明会

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業委

託
の
成
果
は

浸
水
想
定
箇
所
に
水
道
資
材
置
き
場

そ
こ
で
大
丈
夫
な
の
か

病
児
保
育

１
年
目
の
評
価
は

浸
水
を
想
定
し
た
避
難
訓
練今

後
の
方
針
は

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
事
業

そ
の
後
の
事
業
展
開
は

認
知
症
患
者
が
増
加

そ
の
対
策
は

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
工
夫
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

自
己
負
担
金
の
現
状
は
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提出 議決日 議　案　名 審議
結果

下
山
千
津
子

佐
々
木
昇

武
井
正
広

湯
川
洋
治

茅
沼
隆
文

星
野
洋
一

井
上
三
史

山
本
研
一

石
田
史
行

井
上
慎
司

前
田
せ
つ
よ

町長

９/４

固定資産評価審査委員会委員の選任について
（◆委員のうち１名の任期が令和元年11月10日をもって満了と
なるため、引き続き同人を再任）

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町印鑑条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆コンビニエンスストア等での印鑑登録証明書交付サービス
の開始、住民基本台帳法施行令等の一部改正に伴う旧氏の記載、
性別に関する記載の削除等）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例を制定することについて
（◆地域別最低賃金の改定に伴い、徴収嘱託員の報酬のうち時
間額を改定）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例を制定することについ
て（◆幼児教育・保育の無償化のための子ども・子育て支援法の
一部改正及び内閣府令の一部改正に伴う副食費等の改正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴
い、代替保育の提供に係る連携施設の確保の特例等を定めるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町消防団条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆成年被後見人の権利の制限に係る措置の適正化を図るため
の関係法令の整備に関する法律の制定に伴い、消防団員の欠格
条項から成年被後見人、被保佐人を削る）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負変更契約の締結について（平成30年度文命中学校空調
設備設置工事）（◆将来的利活用に備え、トランスの電気容量
を300ＫＶＡから500ＫＶＡに増設するとともにブレーカーを設
置し、体育館の受電容量を確保する改修を行うため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

９/12

決算認定について（一般会計） 認定 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（国民健康保険特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（下水道事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（介護保険事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（給食事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（後期高齢者医療事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（水道事業会計） 認定 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成30年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度開成町一般会計補正予算（第２号）について（◆主に子ども
のための教育・保育給付費交付金やプレミアム付商品券事業費など） 可決 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度開成町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ
いて（◆平成30年度の決算が確定したことによる繰越金の補正） 可決 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につ
いて（◆主に介護給付費交付金や町村情報システム負担金など） 可決 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）につい
て（◆平成30年度の決算の確定による繰越金の補正など） 可決 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度開成町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１
号）について（◆主に後期高齢者医療広域連合負担金など） 可決 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度開成町下水道事業会計補正予算（第１号）について
(◆平成30年度下水道事業特別会計の決算確定により特例的収
入･支出を補正）

可決 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年開成町議会　９月定例会議議案審議結果

※吉田敏郎議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席♦議案の要約

※ 質問者本人の原稿を、広報分科会委員が議事録に基づき校正しています。

　

来
年
度
か
ら
小
学
校
、
再
来
年
度
か
ら
中

学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
全
面
実

施
さ
れ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
英
語
教
育
で
あ
る
。

問  

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
向
け
た
準
備

状
況
は
。

答  

開
成
小
で
は
教
務
用
パ
ソ
コ
ン
更
新
の

際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
材
を
導
入
し
た
。
あ
じ

さ
い
塾
に
お
い
て
も
５
月
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
向
け
講
座
を
初
め
て

実
施
し
、
定
員
の
２
倍
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

問  

大
和
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
市
内
全
て

の
小
・
中
学
校
で
寺
子
屋
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
、
年
に
12
回
、
放
課
後
、
各
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
民
間
支
援
員
で
実
施
し
て

い
る
が
、
本
町
で
は
。

答  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
在
し
た
客
観
的
な

合
理
的
な
事
を
特
色
と
す
る
こ
と
も
一
つ
だ

が
、
開
成
町
の
よ
う
に
人
と
人
と
が
直
に
繋

が
り
豊
か
な
心
を
築
い
て
い
く
こ
と
も
一
つ

の
特
色
で
あ
る
。

問  

学
校
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１
台
当
た
り

児
童
・
生
徒
数
の
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
全
国

平
均
５
．９
人
、
開
成
町
11
．５
人
、
松
田
町

ほ
ぼ
一
人
一
台
で
あ
る
。
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
は
。

答  

台
数
が
少
な
く
て
も
や
る
べ
き
事
は
小
、

中
学
校
で
は
や
っ
て
い
る
。
一
概
に
台
数
で

比
較
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

問  

町
長
は
所
信
表
明
で
英
語
教
育
の
充
実

に
向
け
た
英
語
と
の
触
れ
合
い
の
場
づ
く
り

と
話
さ
れ
た
が
具
体
的
に
は
。

答  

大
学
の
留
学
生
等
と
接
す
る
事
を
幼
稚

園
か
ら
増
や
し
て
い
く
こ
と
。
更
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

問  

町
長
の
意
向
が
町
全
体
の
教
育
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
開
成
町
の
子
ど
も
達
の

為
に
、
英
語
教
育
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
前
面
に
押
し
出
し
た
特
色
あ
る
教
育
の
ま

ち
「
開
成
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
は
。

答  

こ
の
二
つ
は
大
変
重
要
な
事
だ
が
、
さ

ら
に
地
域
の
人
達
の
力
を
借
り
て
子
ど
も
達

に
力
を
つ
け
さ
せ
た
い
。　

武井　正広
　　　　議員

教
育
の
ま
ち
「
開
成
」
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
と
英
語
教
育
に
つ
い
て
問
う

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。
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第
五
次
開
成
町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
諸
施

策
は
、
本
町
の
将
来
を
見
据
え
た
重
要
な
内

容
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
山
積
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問  

本
町
に
お
け
る
最
も
重
要
な
課
題
は
何

と
考
え
、
そ
の
対
応
の
状
況
は
。

答  

最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
は
、
駅
前
通

り
線
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
、
期

間
的
に
も
財
政
的
に
も
庁
舎
建
設
後
の
一
大

重
点
事
業
と
考
え
て
い
る
。

問  

駅
前
通
り
線
周
辺
整
備
事
業
の
第
７
回

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
町
長
が
な
ぜ
出
席

を
し
て
自
ら
説
明
し
、
皆
さ
ん
の
生
の
声
を

聞
か
な
か
っ
た
の
か
。

答  

ど
う
い
う
方
向
性
で
行
く
の
だ
と
い
う

こ
と
は
、
幹
部
の
中
で
、
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
意
思
決
定
を
し
て
、
方
向
性
を
決
め
て
、

指
示
を
し
て
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

問  

こ
の
事
業
は
移
転
の
補
償
な
ど
で
か
な

り
の
費
用
が
か
か
る
と
思
う
が
、
駅
前
通
り

線
周
辺
事
業
の
今
の
試
算
で
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
予
算
規
模
な
の
か
、
そ
の
出
所
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

想
定
事
業
費
と
し
て
は
約
40
億
円
か
か

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
概
算
を

出
し
て
い
る
。
事
業
費
に
対
し
て
の
財
源
と

い
う
部
分
は
、
都
市
計
画
道
路
等
、
重
要
な

道
路
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
国
庫
補
助
金

の
対
象
事
業
で
、
お
お
よ
そ
４
分
の
１
程
度

が
補
助
金
の
採
択
を
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

考
え
て
い
る
。

問  

町
民
が
豊
か
な
生
活
を
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答  

一
番
重
要
な
の
は
、
開
成
町
に
住
む
人

た
ち
に
元
気
で
暮
ら
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ

る
。
特
に
自
治
会
活
動
が
元
気
で
あ
る
こ
と

が
一
番
大
事
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
識
の
中

で
、
こ
の
夏
も
各
自
治
会
の
夏
祭
り
を
全
部

回
っ
た
。

山本　研一
　　　　議員

本
町
に
お
け
る
重
要
課
題
と
そ
の
対
応
状
況
は

　

本
町
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま

で
５
年
間
の
計
画
で
道
路
舗
装
維
持
修
繕
を

実
施
し
た
。
し
か
し
、
計
画
ど
お
り
進
ま
な

か
っ
た
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
維
持
修
繕
事
業
へ
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
ま
た
、
そ
の
他
、
道
路
舗
装
以
外
に
も

整
備
が
必
要
な
道
路
が
あ
る
と
考
え
る
。

問  

町
道
舗
装
維
持
整
備
計
画
の
検
証
と
今

後
の
計
画
は
。

答  

整
備
に
当
た
っ
て
基
本
的
に
国
庫
補
助

の
活
用
を
見
込
ん
で
い
た
が
補
助
の
内
示
率

が
低
く
、
計
画
ど
お
り
整
備
が
進
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
整
備
が

で
き
な
か
っ
た
路
線
は
、
改
め
て
状
況
を
確

認
し
つ
つ
、
第
五
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
位
置
付
け
を
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

ま
で
に
は
全
て
の
路
線
を
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
。

問  

２
０
１
号
線
の
東
側
に
あ
る
歩
道
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
劣
化
が
目
立
つ
。
ま
た
、

路
側
帯
の
際
が
急
に
斜
面
に
な
っ
て
い
る
所

も
見
受
け
ら
れ
る
。
早
急
に
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
が
。

答  

順
次
、
整
備
計
画
の
中
で
優
先
順
位
を

考
え
な
が
ら
効
果
的
な
整
備
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問  

延
沢
横
断
歩
道
橋
の
対
応
策
は
。

答  

現
状
、
児
童
や
近
隣
住
民
の
方
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
点
検
を

行
い
、
安
全
性
に
問
題
が
な
い
限
り
共
用
を

継
続
し
て
い
く
。
た
だ
、
撤
去
す
る
方
針
に

変
わ
り
は
な
い
た
め
、
今
後
の
点
検
結
果
で

機
能
に
支
障
を
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

は
、
開
成
小
学
校
や
地
元
自
治
会
と
調
整
の

上
、
歩
道
橋
の
撤
去
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

問  

延
沢
横
断
歩
道
橋
の
塗
装
を
行
っ
て
も

ら
い
た
い
が
。

答  

現
地
を
見
て
き
た
。
大
分
、
さ
さ
く
れ

が
出
て
い
る
の
で
、
児
童
の
安
全
性
を
最
優

先
に
し
て
い
き
た
い
。
一
方
で
既
に
撤
去
の

方
針
が
固
ま
っ
て
い
る
の
で
、
予
算
は
最
小

限
に
と
ど
め
た
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

佐々木　昇
　　　　議員

　

小
児
が
ん
の
中
に
、
「
網
膜
芽
細
胞
腫
」

と
い
う
眼
の
が
ん
が
あ
る
。
こ
の
が
ん
の
発

症
は
２
歳
未
満
と
さ
れ
、
５
歳
ま
で
に
95
％

が
診
断
さ
れ
、
腫
瘍
が
眼
球
に
止
ま
っ
て
い

る
場
合
は
眼
球
を
摘
出
せ
ず
に
、
可
能
な
限

り
残
す
治
療
が
で
き
る
た
め
、
早
期
発
見
が

非
常
に
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
男
性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
「
前
立

腺
が
ん
」
は
、
年
齢
の
上
昇
と
と
も
に
発
生

数
が
多
く
な
り
、
50
歳
を
超
え
た
こ
ろ
か
ら

増
加
し
、
今
後
も
増
え
る
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。

問  

乳
幼
児
に
か
か
わ
る
保
護
者
等
に
向
け

た
網
膜
芽
細
胞
腫
検
診
の
啓
発
、
乳
幼
児
健

診
時
に
網
膜
芽
細
胞
腫
の
検
診
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
。

答  

乳
幼
児
健
診
時
に
特
別
な
検
査
を
行
う

予
定
は
現
在
な
い
が
、
家
庭
で
の
発
見
と
専

門
医
へ
の
受
診
を
促
す
た
め
に
、
保
護
者
等

へ
の
注
意
と
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問  

京
都
市
で
は
網
膜
芽
細
胞
腫
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
。
取
り
入

れ
る
考
え
は
。

答  

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
示
に
つ
い
て
行
う

と
答
弁
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

も
、
京
都
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
確
か
に

分
か
り
や
す
い
所
も
あ
る
の
で
、
研
究
し
進

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問  

前
立
腺
が
ん
の
近
隣
自
治
体
の
補
助

は
、
南
足
柄
市
は
40
歳
以
上
を
対
象
に
自
己

負
担
１
千
円
、
松
田
町
と
山
北
町
は
、
50
歳

以
上
を
対
象
に
５
０
０
円
の
自
己
負
担
で
検

診
が
で
き
る
。
開
成
町
は
全
額
自
己
負
担
で

２
千
１
６
０
円
で
あ
る
。
全
国
的
に
も
補
助

制
度
は
広
が
っ
て
い
る
が
。

答  

前
立
腺
が
ん
の
検
診
は
全
国
で
か
な
り

の
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る

が
、
国
は
推
奨
し
に
く
い
と
の
指
針
で
あ
る
。

逆
に
、
泌
尿
器
科
の
学
会
で
は
、
死
亡
率
が

下
が
る
と
い
う
よ
う
に
、
意
見
が
相
対
し
て

い
る
の
で
、
市
町
村
と
し
て
積
極
的
に
進
め

る
状
況
に
は
、
ま
だ
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。 

前田　せつよ
　　　　議員

が
ん
対
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に

町
道
の
維
持
及
び
整
備
の
見
解
は

　

本
町
は
、
現
在
は
県
内
市
町
村
の
中
で
人

口
増
加
率
と
人
口
に
占
め
る
若
い
世
代
の
割

合
が
最
も
高
い
が
、
人
口
増
も
今
後
10
年
以

内
に
は
頭
打
ち
と
な
る
。
税
収
の
大
幅
増
が

見
込
め
な
い
中
で
、
社
会
保
障
関
係
費
や
公

共
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
経
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。

問  

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
行
政
運
営
に
努

め
つ
つ
、
行
政
コ
ス
ト
を
い
か
に
減
ら
す
か

が
行
革
の
目
的
で
あ
る
。
今
回
の
取
り
組
み

項
目
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
が
載
っ
て

な
い
。

答  

既
に
行
政
改
革
大
綱
に
位
置
づ
け
が
あ

る
の
で
、
具
体
的
な
も
の
が
明
確
に
な
っ
た

時
点
で
、
今
後
取
り
組
み
項
目
の
中
に
表
示

を
し
て
い
く
。 

問  

キ
エ
ー
ロ
設
置
補
助
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
設
置
基
数
が
現
在
１
０
０
基
を
超

え
た
程
度
で
町
民
へ
の
普
及
率
は
２
％
を

切
っ
て
い
る
。
ど
の
程
度
の
ご
み
の
資
源
化
、

減
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答  

８
年
間
、
補
助
事
業
を
続
け
て
き
て
ご

み
の
減
量
化
に
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
っ
た
か

と
問
わ
れ
れ
ば
、
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た

と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

行
政
改
革
大
綱
で
も
廃
止
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
別
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

問  

小
田
原
市
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
お
金
を
か
け
ず

に
段
ボ
ー
ル
が
あ
れ
ば
自
分
の
家
の
生
ご
み

を
堆
肥
化
で
き
る
。
キ
エ
ー
ロ
は
早
目
に
や

め
て
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
に
か
じ

を
切
ら
れ
て
は
ど
う
か
。

答  
補
助
金
投
入
を
別
に
し
て
考
え
る
と
、

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
も
有
効
な
手
段
と
考

え
る
。

問  

水
道
事
業
運
営
協
議
会
か
ら
の
答
申
に

沿
っ
て
次
回
の
水
道
料
金
の
改
定
の
と
き
に

給
水
装
置
開
始
・
中
止
手
数
料
を
廃
止
す
る

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答  

水
道
運
営
の
状
況
の
中
で
廃
止
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
水
道
料
金
改
定
の
時
期
に
と
ら

わ
れ
ず
に
手
数
料
の
廃
止
も
あ
り
得
る
。

石田　史行
　　　　議員

行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
問
う
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「
あ
し
が
り
郷
交
流
拠
点
事
業
」
は
北
部

の
観
光
活
性
化
の
中
心
事
業
と
考
え
る
。
第

五
次
開
成
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お

い
て
も
来
園
者
数
を
２
０
１
７
年
度
に
比
べ
、

２
０
２
４
年
度
に
は
約
1.6
倍
の
７
万
人
を
目

標
値
と
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
よ
る
観
光

客
数
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
り
北
部
地
域

の
特
産
物
販
売
等
の
農
業
の
振
興
も
期
待
で

き
る
。

問  

現
在
、
次
期
指
定
管
理
者
の
公
募
中
で

あ
り
、
決
定
次
第
加
工
室
及
び
販
売
室
等
の

施
設
の
具
体
的
な
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
来
年
の
２

月
の
ひ
な
祭
り
ま
で
近
隣
の
農
家
の
方
と
指

定
管
理
者
と
の
連
携
が
短
い
時
間
で
と
れ
る

の
か
。

答  
12
月
に
指
定
管
理
者
が
決
ま
る
予
定
で

あ
る
。
北
部
地
域
の
農
家
の
方
た
ち
に
具
体

的
に
心
配
が
な
い
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
促

し
て
い
く
。

問  

近
隣
の
農
家
の
方
は
こ
の
件
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
情
報
を
持
っ
て
な
い
。
農
家
の
方

と
の
話
し
合
い
は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答  

北
部
地
域
全
体
の
話
と
し
て
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
そ
う
い
う

座
談
会
等
を
開
い
た
中
で
こ
の
辺
の
話
も
し

て
い
る
。
北
部
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
の

中
で
も
話
は
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
知

ら
な
い
方
が
い
る
と
い
う
声
が
あ
る
と
い
う

お
話
な
の
で
、
こ
の
辺
は
も
う
少
し
細
か
く

詰
め
て
い
き
た
い
。

問  

あ
し
が
り
郷
交
流
拠
点
施
設
周
知
及
び

観
光
誘
致
策
は
。

答  

瀬
戸
屋
敷
の
駐
車
場
拡
大
に
よ
り
今
ま

で
は
で
き
な
か
っ
た
大
型
バ
ス
の
駐
車
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
生
か
し
、
観
光

ツ
ア
ー
の
募
集
、
特
に
こ
こ
数
年
多
く
集
客

し
て
い
る
ツ
ア
ー
企
画
会
社
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
図

り
、
近
隣
の
大
井
町
の
ビ
オ
ト
ピ
ア
や
建
設

中
の
南
足
柄
市
の
道
の
駅
等
と
の
連
携
を
図

り
、
今
ま
で
以
上
に
瀬
戸
屋
敷
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

星野　洋一
　　　　議員

　

２
０
１
９
年
か
ら
第
五
次
開
成
町
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
従
い
、
様
々
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
町
づ
く

り
の
現
場
を
見
て
み
る
と
急
行
が
停
ま
り
、

新
庁
舎
建
設
が
順
調
に
進
み
変
化
こ
そ
あ
る

が
、
も
う
少
し
町
民
の
目
線
に
立
ち
一
工
夫

す
れ
ば
、
よ
り
施
策
が
生
き
て
、
人
に
や
さ

し
い
町
づ
く
り
が
展
開
で
き
る
と
考
え
る
。

　

駅
周
辺
の
安
全
面
や
環
境
面
で
課
題
や
問

題
点
も
出
て
き
て
い
る
。
駅
利
用
者
へ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
心
遣
い
が
大
切
で
あ

る
。

問  

駅
西
口
前
広
場
の
花
壇
と
噴
水
の
現
状

は
。

答  

駅
乗
降
口
の
花
壇
は
、
吉
田
島
高
校
に

年
２
回
、
花
の
植
え
替
え
を
し
て
も
ら
い
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
噴
水
周
辺
や
歩
道
部

分
等
に
多
く
の
植
栽
帯
を
設
け
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
年
３
回
の
除
草
や
高
木
等
の

剪
定
を
実
施
し
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
。
噴
水
は
、
朝
７
時
か
ら
８
時
と
17

時
か
ら
18
時
に
稼
働
し
て
い
る
。

問  

駅
前
の
噴
水
や
花
壇
の
課
題
は
。

答  

特
に
課
題
が
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な

い
。

問  

平
成
25
年
９
月
の
同
様
な
質
問
で
は
、

噴
水
は
電
気
代
が
か
か
る
の
で
止
め
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
、
大
変
残
念
に
思
っ
た
。

噴
水
が
止
ま
っ
て
い
た
と
い
う
町
民
の
声
も

聴
い
て
い
る
が
、
電
気
代
は
ど
の
く
ら
い
か

か
る
の
か
。

答  

使
用
料
は
年
間
数
万
円
で
あ
る
。

問  

駅
前
の
植
栽
帯
は
、
雑
草
が
伸
び
放
題

で
適
切
に
維
持
管
理
が
出
来
て
い
な
い
。
駅

周
辺
は
町
内
企
業
の
善
意
で
美
化
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
企
業
や
団
体
と
の
協
働
に

よ
る
美
化
活
動
組
織
を
作
る
考
え
は
。

答  

良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
に
、
ご
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
る
な
ら
組
織
を
作

る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問  

巡
回
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
設
置
の
考
え
は
。

答  

バ
ス
停
24
ヶ
所
の
内
13
ヵ
所
の
バ
ス
停

周
辺
に
設
置
し
て
あ
る
。

井上　慎司
　　　　議員

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を

　

一
人
ひ
と
り
が
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が

る
。

　

多
様
性
を
認
め
豊
か
な
心
を
育
み
、
独
自

の
性
格
・
個
性
・
能
力
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
教
育
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
が

日
々
接
す
る
教
育
環
境
の
質
の
向
上
を
図
り
、

安
全
に
健
や
か
に
学
ぶ
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
町
の
責
務
で
あ
る
。

問  

就
学
相
談
か
ら
中
学
校
ま
で
引
継
ぎ
体

制
は
整
っ
て
い
る
か
。

答  

子
ど
も
の
成
長
に
伴
っ
て
情
報
が
伝
達

さ
れ
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

問  

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
の
個
別
支
援

シ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
る
か
。

答  

大
い
に
活
用
し
て
い
る
。

問  

民
間
と
の
連
携
で
支
援
シ
ー
ト
の
活
用
は
。

答  

民
間
と
い
う
部
分
で
は
見
聞
き
し
た
こ

と
は
な
い
。

問  

個
別
支
援
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
障
が

い
を
持
っ
た
子
ど
も
が
就
労
す
る
、
社
会
に

出
る
と
い
う
こ
ろ
ま
で
調
査
研
究
を
進
め
ら

れ
る
か
。

答  

中
学
校
卒
業
後
就
労
で
あ
れ
ば
そ
の
よ

う
な
体
制
は
作
ら
せ
た
い
と
思
う
。

問  

広
域
で
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
言
葉
の

教
室
の
ニ
ー
ズ
拡
大
に
合
わ
せ
、
教
職
員
の

配
置
は
今
後
も
適
正
に
行
わ
れ
る
か
。

答  

県
に
相
当
粘
り
強
く
要
望
を
出
し
て
い

く
が
、
非
常
に
難
し
い
。

問  

着
衣
泳
を
取
り
組
ま
な
く
な
っ
た
経
緯

と
今
後
の
方
針
は
。

答  

施
設
等
の
関
係
、
環
境
が
整
わ
な
い
場

合
は
や
ら
な
く
て
よ
い
。
今
年
度
は
日
赤
の

方
を
招
い
て
全
学
年
講
習
を
受
け
た
。

問  

文
命
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
使
っ
て
の
着

衣
泳
の
取
り
組
み
の
検
討
は
。

答  

検
討
し
て
い
な
い
。

問  

開
成
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事

の
内
容
は
、
白
紙
に
戻
っ
て
い
る
の
か
。

答  

白
紙
に
戻
り
、
具
体
的
な
位
置
付
け
は

持
っ
て
い
な
い
。

問  

開
成
小
学
校
は
広
域
避
難
所
で
あ
り
、

い
つ
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
と
あ
わ
せ
て
、
防
災
機

能
の
強
化
を
盛

り
込
ん
で
は
ど

う
か
。

答  

一
つ
の
案

と
し
て
承
る
。

下山　千津子
　　　　議員

　

全
国
各
地
の
市
町
村
で
は
、
特
色
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
を

進
め
て
い
る
。
伝
統
工
芸
品
生
産
地
な
ど
地

域
特
性
を
生
か
し
た
商
品
づ
く
り
や
街
づ
く

り
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
る
。

開
成
町
に
お
い
て
も
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
今
後
の
取

り
組
み
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
計
画
に
つ

い
て
問
う
。

問  

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
か
。

答  

開
成
町
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
新
規
認
定
に

つ
い
て
は
隔
年
で
認
定
審
査
会
を
開
い
て
い

る
。
登
録
し
て
か
ら
５
年
が
経
つ
ブ
ラ
ン
ド

品
に
つ
い
て
は
継
続
更
新
の
手
続
き
を
と
っ

て
い
る
が
再
認
定
の
認
定
基
準
等
が
未
整
備

の
た
め
再
認
定
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
の

必
要
が
あ
る
。

問  

ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
に
助
成
制
度
は
。

答  

五
万
円
を
上
限
に
一
回
限
り
、
認
定
し

た
産
品
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
た
。
認
定
審

査
で
新
規
認
定
さ
れ
た
場
合
補
助
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
継
続
の
考
え
で
あ
る
。

問  

本
町
単
体
で
な
く
、
足
柄
地
域
資
源
を

組
み
合
わ
せ
た
特
産
品
の
開
発
を
。

答  

当
初
、
開
成
町
と
南
足
柄
市
で
実
施
し

て
い
た
事
業
を
あ
し
が
ら
地
域
一
市
五
町
に

拡
大
し
、
あ
し
が
ら
地
域
の
名
所
を
回
遊
で

き
地
域
の
農
業
者
や
飲
食
店
と
連
携
し
た
農

産
物
の
収
穫
体
験
や
地
元
グ
ル
メ
を
味
わ
え

る
着
地
型
観
光
ツ
ア
ー
を
箱
根
町
観
光
協
会

に
事
業
委
託
し
実
施
し
て
い
る
。

問  
足
柄
上
地
区
の
資
源
に
つ
い
て
ジ
ビ
エ

を
推
奨
し
た
い
が
、
町
長
は
長
野
県
へ
視
察

に
行
っ
た
と
聞
い
た
。
開
成
町
で
加
工
処
理

施
設
の
誘
致
は
。

答  

近
隣
の
首
長
と
視
察
へ
行
っ
た
。
広
域

連
携
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
対
応
で
な

く
一
緒
に
考
え
て
い
く
の
は
必
要
と
思
う
が

開
成
町
で
加
工
所
の
誘
致
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

湯川　洋治
　　　　議員

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
を

あ
し
が
り
郷
交
流
拠
点
施
設
整
備
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
状
況
を
問
う

本
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
現
状
と
今
後
の
展
望
を
問
う

巡回バスのバス停

子どもたちにより良い
教育環境を
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急
行
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
開
成
駅
の

利
便
性
は
格
段
に
向
上
し
た
。
一
方
、
後
期

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返
納
も
増
え
る
傾

向
が
あ
り
、
町
民
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
足
柄
地
域
全
体
を
見

る
と
、
人
口
減
少
の
加
速
が
懸
念
さ
れ
、
公

共
交
通
に
つ
い
て
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
対

策
を
考
え
た
い
。

問  

急
行
が
と
ま
る
前
と
後
の
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
交
通
利
用
状
況
の
違
い
は
。

答  

西
口
駅
前
広
場
の
機
能
向
上
を
検
討
す

る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、
ま
た
、
今

年
度
に
お
け
る
現
状
の
把
握
及
び
課
題
の
整

理
を
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
基
礎
調

査
業
務
委
託
の
発
注
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

中
で
急
行
停
車
に
よ
る
駅
利
用
者
数
の
変
化

や
交
通
量
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い

く
。

問  

公
共
交
通
の
充
実
の
現
況
と
課
題
は
。

答  

駅
機
能
や
駅
周
辺
の
都
市
機
能
の
充
実

を
図
る
必
要
性
や
和
田
河
原
・
開
成
・
大
井

線
の
足
柄
紫
水
大
橋
東
側
か
ら
国
道
２
５
５

号
線
ま
で
の
延
伸
が
事
業
化
さ
れ
た
こ
と
か

ら
開
成
駅
を
拠
点
と
す
る
バ
ス
路
線
の
整
備

に
つ
い
て
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
進
め
る
必

要
性
が
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
が
移
動
し
や
す
い
交
通
体
系
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問  

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
ど
う
図

る
の
か
。

答  

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
公
共
交
通
体
系

を
構
築
す
る
た
め
、
バ
ス
路
線
の
維
持
・
確

保
を
図
る
こ
と
や
近
隣
市
町
と
の
連
携
に
よ

る
広
域
的
な
バ
ス
路
線
の
整
備
、
開
成
駅
を

拠
点
と
す
る
新
た
な
バ
ス
路
線
の
整
備
に
つ

い
て
、
バ
ス
事
業
者
へ
働
き
か
け
、
令
和
６

年
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
に
お

い
て
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
。

井上　三史
　　　　議員

公
共
交
通
の
充
実
を
問
う

　

本
町
議
会
の
「
議
会
の
運
営
と
課

題
等
」
、
「
逆
質
問
権
」
、
「
日
曜

議
会
開
催
の
効
果
」
を
視
察
す
る
た

め
、
７
月
30
日
に
福
島
県
只
見
町
議

会
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

只
見
町
は
四
方
を
緑
の
山
々
に
囲

ま
れ
、
福
島
県
の
西
南
に
あ
り
、
西

南
部
は
新
潟
県
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
中
央
に
流
れ
る
伊
南
川
や
只

見
川
の
清
ら
か
な
流
れ
と
、
面
積
の

94
％
を
占
め
る
豊
か
な
森
林
資
源
に

恵
ま
れ
、
国
指
定
の
豪
雪
地
帯
と
い

う
厳
し
い
自
然
環
境
か
ら
生
ま
れ
る

四
季
の
美
し
い
移
り
変
わ
り
が
、
緑

と
水
の
郷
・
只
見
の
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

只見町議会視察の様子

視

察

来

町

福
島
県
南
会
津
郡

　
　
　
　

只
見
町
議
会

只見町のデータ

人　口 4,185人

面　積 747.56k㎡

町の木 ブナ

町の花 コブシ

　

当
日
は
、
①
開
成
町
議
会
に
お
け

る
議
員
報
酬
と
定
数
の
考
え
方 

②

日
曜
議
会
の
実
施
方
法
つ
い
て
（
周

知
の
方
法
、
開
催
日
数
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
） 

③
逆
質

問
を
付
与
し
て
い
る
効
果
等
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、
本
町
の
人

口
が
増
え
て
い
る
中
で
、
議
会
議
員

の
定
数
を
減
ら
し
て
き
た
議
論
の
過

程
や
本
町
で
は
な
り
手
不
足
の
対
策

を
し
て
い
る
か
等
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
只
見
町
議
会
は
休
日
議
会

を
開
催
し
て
い
な
い
の
で
、
日
曜
議

会
に
つ
い
て
の
質
問
を
熱
心
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

令和元年９月１日現在

　

本
町
議
会
の
「
広
報
紙
の
編
集
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
「
議
会
報

告
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
視

察
す
る
た
め
、
９
月
25
日
に
北
海
道

河
東
郡
鹿
追
町
議
会
が
来
町
さ
れ
ま

し
た
。

　

鹿
追
町
は
、
鹿
追
町
は
北
海
道
の

屋
根
と
い
わ
れ
る
大
雪
山
系
と
日
高

山
脈
を
境
と
し
て
、
太
平
洋
に
広
が

る
十
勝
平
野
の
北
西
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
町
で
、
然
別
湖
や
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
が
観
光
名
所
で
す
。

　

ま
た
、
朝
ド
ラ
「
な
つ
ぞ
ら
」
の

登
場
人
物
で
あ
る
山
田
天
陽
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
画
家
・
神
田
日
勝
の
記

念
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。

鹿追町議会の皆様と

北
海
道
河
東
郡鹿

追
町
議
会

鹿追町のデータ

人　口 5,374人

面　積 402.88k㎡

町の木 モミジ

町の花 シャクナゲ

　

当
日
は
、
本
町
議
会
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
、
①
議
会
報
告
会
②

議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
法
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
広
告
の

掲
載
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、
本
町
議
会

の
取
り
組
み
全
般
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
日
曜
議
会
と
議
会

報
告
会
の
参
加
者
が
な
ぜ
多
い
の
か
、

通
年
議
会
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
、
毎
回
の
定
例
議
会
で
多
く
の
議

員
が
一
般
質
問
し
て
い
る
理
由
な
ど

の
質
問
が
あ
り
、
本
町
議
会
の
運
営

方
法
な
ど
を
参
考
に
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

令和元年８月末現在

　

町
議
会
の
「
議
会
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
と
「
タ
ウ
ン
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
移
住
促
進
に
つ
い

て
」
を
視
察
す
る
た
め
、
８
月
29
日

に
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
が
来
町

さ
れ
、
各
町
村
の
議
長
を
は
じ
め
、

各
郡
事
務
局
長
等
の
合
計
41
名
が
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
田
副
議
長
か
ら
本
町

議
会
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
、

企
画
政
策
課
か
ら
タ
ウ
ン
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
移
住
促
進
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

説明後の質疑の様子

視

察

来

町

奈
良
県
町
村
議
会

　
　
　
　
　
　

議
長
会

　

説
明
後
の
質
疑
で
は
、
議
会
改
革

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い

た
だ
き
つ
つ
、
議
会
報
告
会
の
参
加

者
を
増
や
す
た
め
の
工
夫
や
議
会
報

告
会
で
出
て
く
る
意
見
を
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
等
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ウ
ン
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
移
住
促
進
に
つ
い
て
の
質
疑

で
は
、
本
町
の
人
口
が
増
え
続
け
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
な
が
ら
、
町
の
三

大
祭
り
で
あ
る
開
成
町
阿
波
お
ど
り

は
ど
う
い
う
経
緯
で
始
め
た
の
か
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
、
企
業
誘
致

等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

他の県の議長会が来町され

るのは今回で２回目です。

開成駅西口の企業バス
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議会の動き

８月

９月

10月
20日　●全員協議会
　　　●総務経済常任委員会
26日　●議会運営委員会
29日　●奈良県町村議会議長会視察来町

３日　●９月定例会議（～12日）
12日　●議会運営委員会
20日　●全員協議会
25日　●西部清掃組合議会定例会
　　　●北海道鹿追町議会視察来町

４日　●教育民生常任委員会
８日　●足柄上郡議長会定例会
９日　●広報分科会
10日　●広聴分科会
18日　●全員協議会
　　　●総務経済常任委員会
　　　●教育民生常任委員会
21日　●大井町議会視察来町
28日　●足柄上衛生組合議会定例会
29日　●足柄西部清掃組合視察
30日　●県外行政視察（30・31日）
　（兵庫県たつの市・相生市）

　

前
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、

調
査
目
的
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
本
格
的
に
調
査
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
20
日
の
委
員
会
で
は
、

担
当
課
で
あ
る
財
務
課
・
街
づ

く
り
推
進
課
か
ら
説
明
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

　

開
成
駅
東
口
町
有
地
は
、
現

時
点
で
売
却
を
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
管
理
に
手
間

が
か
か
り
、
で
き
れ
ば
駐
車
場

と
し
て
委
託
で
き
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
ノ
木
河
原
多
目
的

広
場
は
、
役
場
新
庁
舎
建
設
後

に
は
防
災
倉
庫
と
し
て
の
案
が

あ
り
、
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
の
時

総務経済
　常任委員会

・公共用地の整備と
　今後の見通しについて

いよいよ
　本格的に始動！

委員長　湯川　洋治

駅東口町有地

　議会で取り扱う問題は、数が多く、内容も幅広い分野にわたっています。そこで、これらをい
くつかの部門に分けて、専門的、能率的に審査・調査するために「常任委員会」を設けています。

委員会レポート

　

委
員
会
で
は
、
10
月
４
日
の

午
前
に
南
足
柄
市
立
図
書
館
、

午
後
に
大
磯
町
立
図
書
館
の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
足
柄
市
立
図
書
館
で
は
、

平
成
21
年
度
に
策
定
し
た
南
足

柄
市
立
図
書
館
の
基
本
方
針
に

従
い
図
書
館
の
運
営
を
進
め
て

お
り
、
年
間
利
用
者
数
や
総
蔵

書
数
な
ど
の
説
明
を
い
た
だ
き
、

図
書
館
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

教育民生
　常任委員会

・図書室の現状と
課題について　

委員長　石田　史行

南足柄市立図書館視察の様子

　

９
月
20
日
に
議
会
タ
ブ

レ
ッ
ト
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る

目
的
と
し
て
は
、
事
務
効
率

の
迅
速
化
、
印
刷
す
る
経
費

や
時
間
を
削
減
す
る
た
め
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
は
議

案
や
予
算
書
な
ど
膨
大
な
情

報
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

従
来
紙
ベ
ー
ス
で
保
存
し
て

き
た
文
書
の
整
理
が
迅
速
化

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
だ
っ

た
資
料
が
カ
ラ
ー
に
な
っ
た
こ

と
で
読
み
や
す
く
な
り
、
ま
た
、

検
索
性
に
も
優
れ
て
い
る
た
め
、

関
係
す
る
資
料
を
容
易
に
取
り

出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
導
入
の
主
な
目
的

　

・
紙
の
使
用
量
の
削
減

　

・
資
料
作
成
な
ど
の
業
務
量

　
　

の
削
減

　

・
会
議
の
質
の
向
上
（
事
前

　
　

に
会
議
の
資
料
に
目
を
通

　
　

し
や
す
く
な
る
）

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
会
を
実
施

実際にタブレットを使用して
研修を行いました

タブレット研修の様子

議会を傍聴しよう！

次回、12月３日(火)から　開会予定
傍聴の際は、住所、氏名、年齢（○歳代）を記入していただきます。
審議日程等は議会のホームページに掲載いたします。分からないことがありましたら、
お気軽に議会事務局（0465-84-0323）までお問い合わせください。

期
で
は
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
、
現

在
は
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
業
者
の

駐
車
場
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
間
討
議
で
は
、
特
に
土
地
取

得
後
25
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
開

成
駅
東
口
町
有
地
に
つ
い
て
、
駅
に

近
い
と
い
う
利
点
を
考
慮
し
、
町
は

早
急
に
活
用
方
法
を
考
え
る
べ
き
な

ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

次
回
の
委
員
会
で
は
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
磯
町
立
図
書
館
で
は
、
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ

る
世
代
が
豊
か
な
心
を
養
え
る

よ
う
、
興
味
や
関
心
を
満
た
す

機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
、
町

民
の
学
習
活
動
の
拠
点
と
な
る

町
民
書
斎
と
し
て
の
図
書
館
を

目
指
し
て
、
図
書
利
用
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
生
涯
学
習
の
充
実
の
向
け

た
支
援
に
努
め
る
と
い
う
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
図
書
館
の
概

要
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
委
員
会
で
は
、
現
地

視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

担
当
課
で
あ
る
教
育
総
務
課
か

ら
意
見
聴
取
を
行
い
ま
す
。 大磯町立図書館視察の様子

今年度の視察予定地
兵庫県たつの市
「市民乗り合いタクシー
　運行事業について」
兵庫県相生市
「子育て応援施策 11の
　鍵について」

たつの市民乗り合いタク
シー「あかねちゃん」

　　令和元年 11 月　№ 19915 1415 № 199　令和元年 11 月　



各種団体の皆さん
議会と懇談会をしませんか！

議会と懇談会を希望され
る団体を随時募集してお
ります！

　開成町議会では、議会に対する要望の集約や議会活動の充実とご理解を
図るため、町内の各種団体の皆様との懇談会を開催しています。この懇談
会は随時受け付けています。開催日程、場所、懇談のテーマなどご相談さ
せていただきますので、お気軽に議会事務局までご連絡ください。

開成町議会発行  編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）  〒258-8502　神奈川県足柄上郡開成町延沢773
TEL. 0465（84）0323  FAX. 0465（82）5234　メールアドレス gikaijimu@town.kaisei.kanagawa.jp

広　告 広　告

　
編
集
後
記

　

令
和
最
初
の
夏
は
〝
災
害
〟

と
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
猛
暑
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
冬
は
、

は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
気
候
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
№

１
９
９
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

表
紙
は
町
の
将
来
を
担
う
子
た

ち
が
元
気
な
競
技
や
演
技
を
見

せ
て
く
れ
た
小
学
校
の
運
動
会

で
す
。

　

議
会
９
月
定
例
会
議
は
、
一

般
質
問
の
他
に
平
成
最
後
と
な

と
な
っ
た
30
年
度
決
算
に
関
し
、

歳
入
歳
出
の
状
況
や
、
第
五
次

開
成
町
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
ま
と
め
の
年
度
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
づ
く

り
に
向
け
た
、
様
々
な
事
業
の

取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
の
認

定
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

是
非
ご
一
読
下
さ
い
。

（
山
本　

研
一
）

　開成町議会では、町民サービスの向上と民間企業等
との協働による地域の活性化を目指すことを目的に、
議会だよりに掲載する有料広告を募集しています。

　有料広告に関する掲載基準や申込書などは、議会
ホームページに掲載しています。
（１枠につき１回5,000円※減免規定あり）

議会だよりに掲載する広告を募集しています！

開成町議会発行 編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）
委 員 長　井上　三史　　　　委　員　佐々木　昇　　　　星野　洋一
副委員長　山本　研一　　　　　　　　武井　正広　　　　井上　慎司

広報分科会の様子

開成駅前連絡所ボランティア

　　　　　安全サポーター募集中！

連絡先　石井　090-2667-7232

雨にも負けず！幼稚園運動会

議会のホームページ

はこちらからご覧く

ださい。

踊り手募集中！！
開成町阿波おどり連協会

連絡先 開成町産業振興課　0465-84-0317


